
  

 

 

新潟市芸術創造村・国際青少年センター指定管理者候補者 事業計画書・収支計画書 概要 
 

団体名 環境をサポートする株式会社きらめき 

施設の平等利用が確保されること 

 

事業理念・事業方

針、申請の動機 

（ア）事業理念 

「文化芸術活動」と「青少年体験活動」のさらなる融合 

市民がいきいきと暮らし、心豊かな子どもを育む新潟市独自の“ふれあいの

場”を創出します 

（イ）事業方針 

基本方針Ⅰ 平等利用とコンプライアンス 

基本方針Ⅱ 学校利用の更なる促進 

基本方針Ⅲ 『水と土の芸術祭』の理念を継承した事業展開 

基本方針Ⅳ 「にいがたアドベンチャー（ＮＡ）」を主軸とした体験活動 

（ウ）申請の動機 

今まで培ったノウハウやネットワークを活用し、更なる「文化芸術活動」と

「青少年体験活動」の融合により新潟市文化創造交流都市ビジョン及び教育

ビジョンに寄与できると考えたため 

施設の管理方法 

（ア）施設の平等利用の確保 

（イ）子供たちの居場所として安心・安全・快適な環境の提供 

（ウ）高齢者や小さな子供・障がい者を意識した取り組み（バリアフリー等） 

施設の効用を最大限に発揮し、管理経費の縮減が図られること 

 

文化芸術活動支援

への取組み 

（ア）アーティストインレジデンス 

a. 「さっぽろ天神山アートスタジオ」他ＡＩＲ施設、「小須戸ＡＲＴプロ

ジェクト」等地元団体との連携 

b. レザルティスへの継続加入、招聘プログラム選定委員会の設置 

c. 「みずつちサポーターズ」「ＫＹＡＦ」と連携した創作活動支援 

（イ）市民交流事業 

a. ＡＩＲ及び地域の文化芸術団体による市民交流活動の実施 

b. 「水と土の文化ギャラリー」での企画展 

（ウ）付帯業務 

a. 活動記録集の作成 

b. 「異人池の会」への継続加入（ネットワークの構築） 

青少年体験活動推

進への取組み 

（ア）ＮＡを中心とした人間関係づくりプログラムの進化（ＮＡ指導者の増員） 

（イ）海でのアクティビティの追加 

（ウ）アート体験キャンプ（「文化芸術活動」との融合促進） 

（エ）防災デイキャンプ（地域との連携、防災意識の向上） 

（オ）新潟青陵大学ボランティアセンターとの連携（ネットワークの拡大） 



  

ニーズの把握に向

けた取組み及び管

理運営への反映 

（ア）アンケートの実施 

（イ）第三者評価委員会の設置 

（ウ）現場スタッフミーティング、定例会（所管課との協議会）の実施 

複合施設の特性を

活かした取組み 

（ア）ＡＩＲによる「青少年体験活動」融合企画 

a. アート体験キャンプ（再掲） 

b. 滞在アーティストによる選択プログラム提供 

（イ）地域の文化芸術団体と連携した「青少年体験活動」との融合企画 

a. にいがた花絵プロジェクトｉｎゆいぽーと 

b. 明後日朝顔プロジェクトｉｎゆいぽーと 

c. ゆいぽーと感謝祭「ふたば彩」 

情報発信・広報、国

際交流、新潟市の魅

力を向上させる取

組み 

（ア）情報発信・広報 

a. ２か国語以上のＨＰとパンフレットの作成 

b. ＳＮＳによる情報発信（２か国語） 

c. 新潟市教育委員会、「アーツカウンシル新潟」「異人池の会」と連携

した情報発信 

（イ）新潟市の魅力を向上させる取組 

a. 海でのアクティビティの拡大（再掲） 

b. 二葉アーツスクール「めだかの学校」での新潟文化講座 

c. 新潟の文化芸術団体による企画展 

利用の促進、稼働率

アップの取組み 

（ア）学校への働きかけ 

a. ２日間滞在型研修へのシフト（減免団体のため料金変わらず） 

b. 校長会等でのアピール 

c. 学校別プランの作成 

d. イベントチラシを学校へ配布 

（イ）ゆいぽーと合宿プランによる新規開拓 

（ウ）冬期間研修室の学習室利用 

（エ）冬期稼働率対策としての感謝祭開催 

施設の管理運営、予

算の範囲内での適

正な執行、管理経費

削減の取組み 

（ア）ＰＭ，施設管理長の配置 

（イ）新型コロナウィルス他 感染症対策強化 

（ウ）自主事業費からの維持管理費充当 

市民との協働、地域

との連携に向けた

取組み 

（ア）関係団体との協議 

（イ）文化芸術活動支援事業における市民協働 

a. 市民プロジェクトとの連携 

b. みずつちサポーターズ、ＫＹＡＦによる芸術家支援活動 

c. 「アーツカウンシル新潟」「異人池の会」との連携 

（ウ）地域コミュニティ活動 

a. 防災への取組 

b. 自治会と連携したコミュニティ菜園 

c. 近隣こども園、幼稚園と連携したコミュニティ花壇 

d. 青少年登録団体によるボランティア活動 



  

事業計画に沿った管理を安定して行う能力を有していること 

 

団体の財務状況 

3

財

務

指

標 

安全性 収益性 その他 

流動比率 

当座比率 

自己資本比率 

固定比率 

143.7% 

140.8% 

52.8% 

97.6% 

売上高総利益率 

売上高経常利益率 

自己資本利益率 

総資本経常利益率 

5.5% 

0.6% 

2.3% 

2.1% 

現預金月商比率 

固定長期適合率 

売上高伸び率 

経常利益伸び率 

76.0% 

77.7% 

-2.0% 

-52.1% 
 

組織体制、人材育

成、雇用・労働条件、

ワーク・ライフ・バ

ランス等を推進す

る取組み 

a. 館長には学校長経験者を配置、その他社会教育主事（非常勤）を配置 

b. 業務責任者として統括ディレクター（文化芸術活動支援ディレクター）

を配置 

c. その他業務管理者としてアソシエート・ディレクター１名、ＡＤ２名

を配置 

d. 施設管理責任者として施設管理長（非常勤）を配置 

安全確保、災害発生

時の対応、事故防止

や発生時などの緊

急対応 

（ア）安全対策 

a. ２４時間管制センター 

b. １日４回の施設巡回 

c. マニュアル整備と研修 

（イ）災害対策 

a. 避難経路の明確化 

b. 県外業者とのＢＣ協定 

環境保護、地域・社

会貢献活動の取組

み 

（ア）継続的省エネ活動と民間助成金を利用した植樹、植栽活動 

（イ）環境啓発事業、教育 

（ウ）データの電子化 

事務の適正な執行、

関係法令の遵守、守

秘義務の徹底、個人

情報保護の取組み 

（ア）施設内に事務局を設置、本社指定管理者事業部と役割分担 

（イ）コンプライアンスの徹底、反社会的勢力への対応、県最低賃金の遵守 

（ウ）守秘義務の徹底、個人情報保護方針、研修の実施 

収支計画書 ・単位：千円 

・（ ）は指定期間トータルの額 

 収入 

・指定管理料 

・その他収入 

・自主事業 

・雑収入 

５６，７０４ 

７４６ 

２，３６５ 

６００ 

（２８３，５２０） 

（３，７３０） 

（１１，８２５） 

（１，８００） 

 計 ６０，４１５ （３００，８７５） 
 

支出 

・人件費 

・管理費 

・事務費 

・事業費 

３３，８９１ 

１５，０９８ 

２，９７８ 

８，４４８ 

（１６９，４５４） 

（７５，２２５） 

（１４，８９２） 

（４１，３０４） 

 計 ６０，４１５ （３００，８７５） 
 

 

 


